
計画名 稲敷市環境基本計画の一部（R3.3策定）

提出機関名 稲敷市 対象
地域 稲敷市全域

メイン課題 水質改善、貯留・涵養、水量、インフラ

計画概要
水質改善や森林保全による「水環境の保全」等を推進することで「生活環
境の保全」を目指し、計画全体では各種施策の実施により「水と緑の豊か
な自然をみんなで守り未来につなげるまち 稲四季(いなしき)」を目指す。

計画の特徴
霞ヶ浦は市民や来訪者にとっての憩いの場であり、生物にとっても重要な
環境であるが、一部では水質が環境基準を超過しており、水質改善が課題。
そのため、流域市町村と連携しつつ、水質の改善を推進。その他、河川流
量や地下水揚水量の調査なども行いつつ、水循環の保全を推進。

【実施体制】 稲敷市（計画策定主体）

地方
公共
団体

都道府県 -

政令指定都市 ‐

市区町村 〇
国の地方支分部局 -

有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（ ） -

【新規】「稲敷市環境基本計画」の一部の概要

計画対象地域（稲敷市全域）

○計画体系 ○推進体制

○進行管理
計画はPDCAサイクルに従って
推進。
実施状況について、年次報告
書を市環境審議会に報告し、
審議会での意見を必要に応じ
て翌年度の取組内容へ範囲

本計画の主体は、市民・市民団体、事業者、行政。

対象流域の
図を挿入


